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研究成果の概要（和文）：我々の目標は、日本人医学生の英語学習者コーパス(書き言葉)を構築

し英語母語話者の学習者コーパスを対照コーパスとして分析することにより、日本人

EFL(English as a Foreign Language)学習者特に EMP (English for Medical Purposes)学習者

への効果的な英語専門論文(アカデミックライティング)教育の理論構築と具体的教授法を確立

することである。平成 24 年度は平成 22～23 年度に収集した英語医学論文の抄録(Abstract)学
習者コーパスデータの分析を実施し、国際学会での発表を行った(2 件)。その結果 1)学習者の

英語能力とジャンル意識には必ずしも相関はなく、2)学習者タイプ・レベル別アカデミックラ

イティング支援が必要である、ことなどを明らかにした。しかし、昨今の学生の英語力低下は

我々の予想を遙かに超え、大学院段階からでは遅すぎ、より早い段階でライティングスキルを

身につけさせる必要性も明かとなった。 
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to both ground theory and establish effective 

teaching methods of academic writing for Japanese EFL (English as a Foreign Language), particularly 

EMP (English for Medical Purposes) learners, by creating a learner corpus database written by Japanese 

medical PhD students, and comparing it with an English native speaker corpus. We collected a small 

amount of learner data and compiled a small corpus database entitled: Students’ Abstracts of Medical 

Mock Experiment (SAME) corpus. The students were required to produce an English abstract of at least 

200 words on a given mock medical experiment. The abstract was required to be written according to 

the IMRD (Introduction, Materials and Methods, Results and Discussions) structure, but had to be 

finalized as a single meaningful, cohesive paragraph, not as separate sections. The topic of the 

experiment was a Helicobacter pylori infection and the outline of the experiment was briefly explained 

in Japanese. Each manuscript was collected and compiled electronically as a text file. The data was 

analyzed using the corpus software AntConc. We have presented the research results at two international 

conferences. The results indicated that 1) learners who have the ability to write grammatically correct 

sentences do not necessarily use stylistically appropriate or genre conscious expressions, and 2)students 

awareness of genre was not correlated to level of accuracy. The learners can be categorized roughly into 

four groups according to their levels of accuracy and genre awareness. We concluded that it would be 

too late to start teaching academic writing from a graduate level, and that Japanese learners should be 

encouraged to acquire basic academic writing skills at an earlier stage, that is, as undergraduates. 
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１．研究開始当初の背景 

特にアカデミックライティング教育にお
いては、学術論文英語独特の修辞手法
(rhetorical skill) や ジ ャ ン ル 意 識 (genre 
awareness)育成の必要性が数多くの研究で
指摘されている。最近では特に書き手の心的
態度や価値判断を表すメタディスコース
(metadiscourse)あるいはスタンス(stance)や
評言(evaluation)といわれるレトリックの枠
組みに関する研究が重要な位置を占める。こ
れは非英語母語話者として英語のアカデミ
ックライティングを学ぶ際に最も困難なも
の の 一 つ と さ れ て い る 。 例 え ば
Skelton(1988)や Bloor and Bloor(1991)も指
摘するように、非英語母語話者は英語母語話
者に比べ認識様態動詞・助動詞・形容詞・副
詞などを過小使用する傾向にあり、換言すれ
ば直接的表現をする傾向が強い。これは時と
して「事実(fact)」と「書き手の意見(writer’
s commitment)」が読み手に混同され、誤解
されることにもつながり、科学論文の執筆に
際しては致命的である。多くの医学部博士課
程では国際誌に学術論文が掲載されること
をもって学位を認定する基準の一つとして
いる。さらに大学院教育の実質化が図られ、
医学英語論文作成法の体系的導入が全国の
医学部で迫られている。しかし、申請者が博
士課程在学者に対して行った調査によると
「投稿予定のジャーナルに掲載された論文
を２、３編読んでそれをなんとなく真似る」
「先輩からきく」「市販の教本を購入する」
など学生個人レベルの努力あるいは非効率
で信頼性に乏しい現場の一時的対応に英語
論文作成のノウハウと教育が委ねられてお
り、早急に解決すべき問題である。 
 
２．研究の目的 
今回の研究では科研費(2005)で得られた分

析結果を基に、日本人英語学習者の学術英語
作文コーパスを新たに構築し、メタディスコ

ースすなわち書き手のスタンスという観点
から定量的・定性的言語分析を行い、日本人
英語学習者の「癖」やエラーパターンを明ら
かにすることでさらに効果的なアカデミッ
クライティング教授法の確立を目指す。特に
語彙レベル、連語レベルでのメタディスコー
スに関する分析を中心とする。 
１）語彙レベルでは、機能語に着目し前置

詞のコロケーションからアカデミックライ
ティングで重要かつ特徴的な名詞句形成に
ついての差異を明らかにする。さらに論理結
合語 (logical connective)や枠組マーカー
(frame maker)などの「テクスト形成的メタ
ディスコース」と、垣根ことば(hedge)や強調
表現(booster)などの「対人的メタディスコー
ス」についての差異を明らかにする。 
２）連語レベルでは、同様に論文の談話形

成 機 能 を 有 す る 語 彙 バ ン ド ル (lexical 
bundle)についてメタディスコースの観点か
ら分析を進めていく。最終的にはその成果を
科研費(2005)で構築した医学・看護英語リー
ディング・ライティングコースウェア(プロト
タイプ)に反映させ、β版として公開する。 
 
３．研究の方法 

本研究は大きく３つの柱からなる。すなわ
ち、１)学習者英語論文コーパスの構築（代
表者の所属機関を中心としたデータ収集: 
SAME corpus）と対象コーパス（代表的な医
学雑誌の抄録部分をデータとして集積：
PHYSIO corpus）2)学習者コーパスの分分析
と英語母語話者コーパス（対象コーパス）と
の比較対照研究、3)コースウェアへの反映
(新規データと分析結果をもとにしたプロト
タイプの改訂)。（図 1） 
 

 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 構築したコーパス(SAME・PHYSIO)と 
  分析の内容 

 
４．研究成果 

平成 22 年度は学習者コーパスデータの収
集のためのパイロット調査を実施した。まず、
英語医学論文の抄録(Abstract)の作文をイ
メージしたフォーマット(日本語による説明
書き)を準備した。仮想の研究（ピロリ菌の
解剖学的研究）を設定し、背景(background)、
研究手法(materials & methods)、結果
(results)、討論(discussion)の内容を英語
で書くように調査用紙をデザインした。デザ
インは澤口が中心となり、実際に国際誌で要
求される程度の語数(200 語)と内容を設定し
た。当初、基礎医学研究と臨床医学研究の 2
タイプをデザインしたが、前者のみを使用す
ることとした。調査票で確認する項目はアカ
デミックライティングで広く一般的に必要
とされる動詞、副詞、助動詞、つなぎことば
などに限定することとし、そのため専門語彙
はあらかじめ被験者に提示することとした。
パイロット調査票の作成完了後、第 1回の作
文データ収集を実施した。被験者は英語論文
執筆が学位取得要件となっている医学部博
士課程在籍者 1年生 10 名を対象とした。こ
のデータから学習者の動詞、助動詞、つなぎ
語等に関する大まかな使用傾向を分析して、
第 2回のデータ収集に向けたフィードバック
を得た。これを基に、第 1版の不具合点を洗
い出し調査票の改訂版を作成した。また、作
文データと学習者の英語力自己評価データ
もあわせて収集すべきであるとの結論に達
した。そこで語学力の国際標準となりつつあ
る、欧州評議会（Council of Europe）が定
めた Common European Framework of 
Reference for Languages* の尺度に基づい
た英語力の自己評価アンケートも実施した。
これにより、作文データの分析と合わせて学
習者のライティング特徴と英語能力との相
関関係の分析が可能になった。これらを元に
第 2回の模擬英文抄録のデータ収集を実施し
た(20 名、総語数 3692 語)。作文データの分
析結果から、学習者はメタディスコースの一

種であり主張を弱めるたり強めたりする修
辞方法についての能力が非常に低いことが
確認されると同時に、英文自体にはさほど問
題がないもののアカデミックライティング
という視点からみて語彙やイディオムの使
用方法に問題があるケースも確認された。論
文に頻出する定型的表現に関する理解が不
十分であるケースが多くコロケーションに
関する誤用がしばしば見られた。これは特定
語彙の使用域（レジスター）に関する理解不
足している場合があると考えられ、今後のラ
イティング指導に非常に有益なデータが得
られた。さらに学習者の誤答率(error rate)
とジャンル意識(genre awareness)の相関を
分析した結果、4つのグループの存在を明ら
かにした。その上で、必ずしも文法的正確さ
はジャンル意識の高さとは両立しておらず、
学習者の特性に応じた教育方法が必要であ
る点が明らかになった。（図 2、3、4、5、6、
7、8） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2   Histogram of the Frequencies in 
Error Rate Bands (n=17) 
 

Error level   

0.00 ~ 0.02  0  

~ 0.04  0  

~ 0.06  0  

~ 0.08  0  

0.08+  1  

図 3 5 段階の誤答率レベル 
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Stylistic/ genre characteristics  

Introduction  Use of present perfect tense 
 Use of passive voice 
 Use of words to express purpose (aim, to, 

study)  
Methods   Use of past tense 

 Use of words ‘use’  
Results   Use of past tense 

 Use of words to signal results (found, 
revealed, resulted)  

Discussion   Use of present tense 
 Use of modal (may) 
 Use of words to indicate results (results, 

findings)  

図 4 PHYSIO corpus における修辞段落ごと
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の文体特徴 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5 モデル抄録英文 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6  ジャンル・文体意識の評価とスコアリ
ング 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 文法的正確さとジャンル/文体意識 
 

以上、学習者の英語能力とジャンル意識には
必ずしも相関はなく、2)学習者タイプ・レベ
ル別アカデミックライティング支援が必要
である、ことなどを明らかにした。しかし、
昨今の学生の英語力低下は我々の予想を遙
かに超え、大学院段階からでは遅すぎ、より
早い段階でライティングスキルを身につけ
させる必要性も明かとなった。 
期間中、東北をおそった未曾有の震災と津

波、原発事故の影響で、当初の研究計画を見
直さざるを得なくなり、海外の研究者招聘を
断念した。また教材ベータ版への反映は、本
課題終了後も少しずつではあるが継続中で
ある。 
 今後の課題としては、学習者の文体的特徴
と CEFRアンケートとの相関、Wolfe=Quintero 
et al.,1998 などをもとにしたより弦未知な
「正確さ」のスコアとの相関、学習者への聞
き取りによる学習スタイルとの関連の研究
などへと発展させたい。 
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